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（参考 34）地域の教育資源や地域人材等を活用した教育活動や奉仕活動等 

○自然環境を学ぶ「自然環境科目群」の開設（羅臼高校の例） 

 羅臼高校では、「自然環境科目群」を開設し、知床の自然・地域の産業・自然保護・観光の在り方な
ど、羅臼の環境を活かした学習（学校設定科目等）を行っている。進路希望に応じて、2 年生から進学
希望向けの「文理コース」と就職向けの「実務コース」に分かれるが、「自然環境科目群」は興味・関
心や将来の進路に応じて、両方のコースから選択できるよう配慮されている。 

 

○十勝岳ジオパーク学習の取組（上富良野高校の例） 
 

上富良野高校では、地元の自治体や経済界が「十勝岳ジオパーク構想」を経済や観光分野の発展
につながる地域活性化のための重要な取組と位置付けていることから、「十勝岳ジオパーク推進協
議会」と連携し、地域の人材や資源を活用した「十勝岳ジオパーク学習」に取り組んでいる。 

 

 
（連携先）①十勝岳ジオパーク推進協議会   ②上富良野町役場  ③三浦綾子記念文学館 

④「泥流地帯」映画化を進める会  ⑤美瑛高校     ⑥地元企業 

⑦上富良野高校サポーターズクラブ ⑧ＮＰＯ法人環境ボラティア「野山人」 

⑨上富良野町観光協会  ⑩上富良野町山岳会  ⑪富良野ＧＲＯＵＰ  ⑫地元農家 

 

取組 連携先 内容 

地理巡検 ①②⑨ 地域の人々の生活を形づくった地理的要因を探る郷土学習 
安政火口巡検 ①⑨ 十勝岳連峰の成り立ちや上富良野町の地質を学ぶ安政火口巡検 

ラベンダーオイル抽出 ②⑨ 上富良野町産ラベンダーの収穫・蒸留体験、観光客へのフローラルウォーターの提供 

「泥流地帯」朗読劇 
① ② ③
④⑪ 

上富良野町を舞台とした三浦綾子の小説「泥流地帯」の朗読劇を町の総合文化祭、高文連
全道文芸研究大会等で発表 

「十勝岳ジオバーガー」製作 ⑫ 
地産地消をテーマとした「十勝岳ジオバーガー」の製作、学校評議員やＰＴＡ役員への試
食会の実施 

地学研修 ① 宿泊研修でトレッキングを行い、十勝岳ジオパーク専門員から地学の基礎的な講義を受講 

ラベンダー定植 ⑥⑦ 
町花「ラベンダー」に親しむとともに、本校前庭の環境美化を目的としたラベンダーの幼
株の定植 

強歩遠足 ①⑧ 強歩遠足での外部講師による郷土の歴史や自然の講義を受講 

環境学習フェア ①② ラベンダー蒸留体験やボランティア登山等の成果をポスターセッションで地域へ発信 

ジオサポーター養成講座 ① 
十勝岳ジオパーク推進協議会が認定するジオサポーター認定資格の取得に向けた外部講
師による講義を受講 

環境フォトコンテスト ① 身近な風景から環境問題への新たな視点を発見し、その視点を写真・コメントで表現 

教科横断的な学習 
① ② ⑨
⑫ 

理科と地理歴史公民科が連携し、授業で地域の史跡に関するフィールドワークを実施。理
科的・地理的な視点に立った史跡等の解説をスマートフォン上に作成 

ボランティア登山 
① ② ⑤
⑨⑩ 

美瑛高校と連携し、地元の山岳会やジオパーク専門員から植物や樹木説明や登山の心得等
の指導を受けながら、上富良野岳の山小屋や登山道・標識の整備を実施 

■知床概論Ⅰ（第 1 学年、1 単位） 

知床半島の主な特徴に加え、知床半島と結びつきの強い沿岸地方や千島列島・カムチャッカ半島につ
いて理解するなど、知床に関する基礎的な知識を身に付ける授業。 

■知床概論Ⅱ（第 2 学年、1 単位） 

知床概論Ⅰで学習した内容に基づいて自然史の詳細について理解を深め、野生動物を中心とした動物
の行動などについて各論を学ぶ。また、地元の自然に責任を持って環境維持に努めることの出来る人材
を目指す授業。 

■野外観察（第 2 学年、2 単位） 
野外観察の方法を身に付け、様々な場面での観察方法を実践的に学ぶことで技術を身に付ける授業。 

■野外活動（第 3 学年、2 単位） 
野外において安全に楽しく活動するための知識や技術を身に付ける授業。 

■海洋生物（第 3 学年、2 単位） 
水産業の基礎的な知識とともに、根室海峡を中心に海洋生物生態系の構成、海獣類や鯨類の特徴など

を詳しく学び、海と人の関係を考えるとともに漁業への理解を深める授業。 

■環境保護（第 3 学年、2 単位） 

現在人間が直面している問題があるかを知り、自然保護や環境保護のためにどのような法が設けられ
ているのかを学習する。さらに、自然と共生していくための方策について学び、自然と人間の関係につ
いて学習を深める授業。 
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○地域の専門家を活用した防災教育（静内高校の例） 

防災学習「マイ・タイムライン」の取組 
 
１ ねらい 
  「マイ・タイムライン」の作成を通して、災害に関する知識を身

に付けるとともに、生徒の安全意識を高め、逃げ遅れを防ぐ自助・
共助の意識の醸成を図る。 

  ＜マイ・タイムラインとは？＞ 
   洪水のような進行型災害が発生した際に、「いつ」、「何をする

のか」を整理した個人の防災計画のこと。台風の接近などによっ
て河川の水位が上昇した場合などに、住民一人ひとりがとる防災
行動を時系列に整理し、あらかじめ取りまとめておくことで、急
な判断が迫られる災害時に、自分自身の行動のチェックリスト、
また判断のサポートツールとして役立てることができる。 

 
２ 対象学年・科目 
  ３年次・地学基礎 
 
３ 本取組における外部人材 
  国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部、室蘭地方気象台 
 
４ 学習計画（全５回、各回１単位時間） 

 目標 主な学習活動 

第１回 
洪水発生の仕組みと気象動向につい
て講演を聴き、最新の知見を得る。 

講義①「洪水の発生、事例について」 
 （室蘭開発建設部治水課治水専門官による講義） 
講義②「北海道の気象傾向について」 
 （室蘭地方気象台予報官による講義） 

第２回 
日高地域の過去の災害事例から、どの
ような被害に遭いやすいかを知り、タ
イムラインの作成に活用する。 

講義①「日高地域の過去の災害事例」 
 （町史より抜粋した災害事例の解説） 
講義②「平成 15 年台風 10 号の被害状況について」 
 （日高地域に近年最も大きな被害をもたらした台風） 

第３回 

各種災害につながる現象の発生メカ
ニズムを知り、どのような現象や情報
に留意すべきかを知ることで、自身の
避難行動につながる知見を得る。 

講義①「洪水被害、高潮・高波被害、土砂災害について」 
 （前兆現象も含めた災害のメカニズムの学習） 
事前講義「マイ・タイムラインの作成方法について」 
 （作成方法の確認と事前確認すべき情報の提示） 
ＳＧＥの実施 
 （グループ活動を活性化させるためのエクササイズ） 

第４回 

自分の住む地区にどのような災害リ
スクがあり、避難情報に応じた行動を
どのように行うべきか、マイ・タイム
ラインの基礎資料となるマイ・マップ
を作成する。 

マイ・マップの作成 
 ･浸水想定図、土砂災害ハザードマップ、町防災マップ

をもとに、自身の居住地区で発生する災害情報を記入 
 ･避難所の位置を記入 
災害発生までのタイムライン 
 ･災害発生時をゼロタイムとして、沙流川タイムライン 

を参考に、時系列を遡る形で情報を整理する。 

第５回 

マイ・タイムラインを作成し、グルー
プで情報共有を行う。情報交換を通し
て、自身の避難計画や準備に漏れ・抜
けがないかを確認し、避難計画を見直
す。 

ＳＧＥの実施 
 （グループ学習を活性化させるためのエクササイズ） 
共通マイ・タイムラインの作成 
 ･作成したマイ・マップとタイムラインから、アイデア

を出し合い、マイ・タイムラインを共有する。 
 ･避難所は 1 箇所だけではなく複数箇所記載するよう

意識する。（洪水避難所と土砂災害避難所を区別） 
マイ・タイムラインの作成 
 ･共通マイ・タイムラインから自身に必要な情報を整理 

し、マイ・タイムラインを完成させる。 
まとめ 
 ･グループ内で振り返りを行い、情報共有する。 

 
 

 

STEP１ 知る 

洪水ハザードマップを確認にし
て、地域の水害リスクをチェック 

STEP２ 気づく 

洪水時に得られる情報と、防災行
動を時間軸で考える重要性を学ぶ 

STEP３ マイ・タイムラインを考える 

洪水時の具体的な行動をシミュレ
ーションする 

マイ･マップ作成の様子 マイ・タイムライン① マイ・タイムライン② 
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○避難所運営ゲーム製作の取組（標津高校の例） 

 標津高校では、生徒会が中心となり、標津町危機管理室の協力を得ながら、災害時の避難所運営を
模擬体験できるゲーム（ＨＵＧ）の標津町版を製作し、町民の防災
意識を高める取組を行っている。 
１ ＨＵＧとは？ 
  避難所運営を皆で考えるためのひとつのアプローチとして静

岡県が開発したもの。避難所の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱
える事情が書かれたカードを、避難所の体育館や教室に見立てた
平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様々
な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲーム。（引用先：
「静岡県公式ホームページ」静岡県地震防災センターのサイト）  

２ 標津町版オリジナルＨＵＧを製作するに至った経緯 
 標津町に特化したＨＵＧの開発により、生徒の防災・減災に対する意識を向上させるとともに、
高校、地域住民及び町役場の連携を強化し、地域循環型の防災教育の構築・推進を目指して製作。  

３ 標津町版オリジナルＨＵＧの特徴（工夫した点等含む） 
  地域のハザードマップを参考に、住民、イベント及び情報提供の 3 種類のカードで構成。また、

想定した場面に合うよう、ヒグマの足跡、外気温の変化や感染症等をカードに盛り込んだ。標津町
版のオリジナルＨＵＧは短時間で終了することができ、学校や町内会等での使いやすさを重視。  

４ 標津町版オリジナルＨＵＧの仕方（グループ人数：５～６人、所要時間：60～90 分） 
  場面としては、雪解け時期である３月に標津川が増水し、避難勧告が出た状況を想定。 

(1) 司会が前提条件（場面含む）を説明する。 
(2) 各グループに分かれ自己紹介する。（(7)まではグループごとの活動） 
(3) 進行役を一人決め、それ以外の参加者は運営者とする。 
(4) 避難所のシートを広げ、使用できない場所を決める。 
(5) 進行役がカードを読み上げ、ゲームを進める。 
(6) イベントカードが出たら対応を考え、記録用紙に記録する。 
(7) 進行役が全てのカードを読み上げ、カードを配置し終了する。 
(8) 各グループでゲームを振り返り、全体で意見交流を行う。 

 

○当別青春フットパスの取組（当別高校の例） 

当別高校では、生徒が企画運営全てを担当し、当別町を紹
介する取組「当別青春フットパス」を実施している。 
１ 当別青春フットパスとは？ 
  本校のボランティア局員やサポータの生徒たちがツア

ーガイドを務め、当別町の豊かな自然、農産物等、地域資
源の素晴らしさを一般の方に伝える事業  

２ 事業の企画・運営 
  本校ボランティア局の生徒が、町内の紹介ポイントや美

しい自然を選定し、参加者に楽しんでもらえるフットパス
を検討する。コースの下見やコース地図の作成などを経
て、当日ツアーガイドとなって本事業を運営する。  

３ 年間計画等（令和元年度の例） 
 (1) 実施日（年間４回） 
   ①５月 25 日（土） ②８月 31 日（土） 

③10月 12 日（土） ④３月 14 日（土） 
 (2) 場所 
   当別高校及びその周辺 
 (3) 日程 
   ９：45～10：00 受付（当別高校生徒玄関前） 
   10：00～12：30 フットパスコースのウォーキング 
   12：45～13：15 昼食 
   13：30～14：00 アンケート(又は㊙スペシャルタイム) 
   14：00     解散予定 
 (4) 参加費 
   各回１人 800 円（食事代及び保険代） 
 (5) 人数 
   先着 30 名程度 

ゲームをしている様子 

使用するカード 

生徒が作成したコース地図 

学校を出発し、北海道医療大学附属北方系生態観察
園の見学を含む約 7.4km のコースをウォーキング 

本校家政科食物調理コースの生徒が調理したランチ 

当別町在住の方から当別町伊達山遺跡の講話 

フットパスコースのウォーキング 

＜第１回（5 月 25 日）のプラン＞ 
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○遊覧船観光ガイドの取組（虻田高校の例） 

 虻田高校では、学校設定科目「地域ビジネス」において、高校生
による洞爺湖遊覧船観光ガイド育成プロジェクトを実施している。 

本プロジェクトは、平成 27 年度からの取組であり、令和元年度
までは国土交通省北海道運輸局からの支援、令和２年度からは洞爺
湖町からの支援により実施している。 

本校第３学年の生徒は、洞爺湖町に関する地理や観光など地域資
源等について様々なことを学び、その知識を生かした観光ガイドプ
ランを考え、秋には、遊覧船で実際にガイドを行う。 
 
１ 学校設定科目「地域ビジネス」 

教科名 商業 

科目名 地域ビジネス 

科目の目標 １ 地域に根ざした様々な教育活動を通じて、コミュニケーション能力や倫理観を養い、

人間性豊かな職業人として地域を担う人材を育成する。 

２ 「地域の活性化」を目標に、様々なビジネスアイデアや作品を考案、発表及び出品す

ることで、地域に貢献しようとする意欲を高める。 

３ 洞爺湖町及び北海道全体の経済や産業及び観光について学び、北海道民としての地元

愛や知識を身に付ける。 

科目の内容 １ 地域ビジネスとは（「地域を知る」、「地域と自然」） 

２ 地域の理解（「地域に貢献することの大切さ」） 

３ 地域の産業と変化（「生活と産業」、「地域の発展とビジネス」） 

４ 地域ビジネスの創造（「地域資源の活用」、「地域資源の活性化」） 

５ 地域ビジネスと経済活動（「北海道の経済」、「北海道の産業」、「北海道の観光」） 

単位数 2 単位 

学科・学年 全日制課程 事務情報科 （第３学年） ※必履修 
 
２ 洞爺湖遊覧船観光ガイドの実践までの流れ（令和元年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

講義「洞爺湖の自然」 
 ５月14日（火） （講師：洞爺湖町観光振興課） 

模擬ガイド① 
 ７月４日（木） ※本校２年生対象（13名） 

13mei  

講義「洞爺湖のイベント」 
 ５月21日（火） （講師：洞爺湖温泉観光協会） 

講義「洞爺湖有珠山ジオパーク」 
 ５月28日（火） （講師：洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会） 

講義「ガイド術」 
 ６月20日（木） （講師：道南バス株式会社） 

有珠山ロープウェイ研修 
 ６月24日（月） ※ベトナムの生徒との交流 

＜ 観光ガイドプランの立案等 ＞ 

模擬ガイド② 
 ８月22日（木） ※洞爺湖町立虻田中学校３年生対象（57名） 

ガイド研修① 
 10月１日（火） ※埼玉県立秩父高校２年生対象（80名） 

ガイド研修② 
 10月23日（水） ※介護老人福祉施設入居者対象(22名程度） 

（
事
前
学
習
） 

（
ガ
イ
ド
実
践
） 

研修「洞爺湖周辺観光ガイド研修」 
 前年度10月実施(２年時)（講師：株式会社洞爺ガイドセンター） 

ガイド研修①の様子 

ガイド研修②の様子 

模擬ガイド①の様子 

模擬ガイド②の様子 
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○中学生と高校生による地域の魅力発信情報誌「ひやま Walker プロジェクト」の取組（檜山の例） 

 檜山教育局では、平成 28 年度から平成 30 年度まで、管内の中学校、高等学校及び特別支援学校と
連携し、地域の魅力を発信する情報誌「ひやま Walker」の作成に取り組んだ。 
１ 作成のねらい 
  子どもたちの郷土への誇りや愛情を育み、地域を支えていく人材の育成につなげるため。 
２ 作成方針等 
 (1) 檜山管内のそれぞれの町について、地域の魅力ある自然や文

化、食、体験活動などを取り上げること 
 (2) 檜山管内のそれぞれの町の中学生が執筆に協力し、各地域の

高校生等が編集すること 
 (3) １町１ページで作成すること 
３ 作成の流れ（せたな町の場合） 
 (1) 檜山北高校の生徒が、せたな町内の小・中学校の生徒に「町

の一番の自慢は何ですか。」等のアンケートを実施 
 (2) 上記(1)のアンケート結果を踏まえ、檜山北高校の生徒と町

内の中学生が協力して取材し、記事を作成 
 (3) 上記(2)で作成した記事・写真を編集し、せたな町のページ

を作成 
４ 作成上の留意点等（工夫点を含む） 

小・中学生のアンケート結果を踏まえて取材を進めるなど、児
童生徒の目線で取材した内容を大切にして、冊子の作成を進め
たこと。 

５ 作成担当校一覧 

町名 編集 協力 

せたな町 檜山北高等学校 せたな町立北檜山中学校、瀬棚中学校、大成中学校 

今金町 今金高等養護学校 今金町立今金中学校 

奥尻町 奥尻高等学校 奥尻町立奥尻中学校 

乙部町 江差高等学校 乙部町立乙部中学校 

厚沢部町 江差高等学校 厚沢部町立厚沢部中学校 

江差町 江差高等学校 江差町立江差中学校、江差北中学校 

上ノ国町 上ノ国高等学校 上ノ国町立上ノ国中学校 

 
 

  

檜山教育局 

檜山振興局 

檜山管内の各町 

檜山管内の 
各町教育委員会 

檜山管内 
各高等学校 

檜山管内 
各小学校 

檜山管内 
各中学校 

今金 
高等養護学校 

檜山管内各町 
地域おこし協力隊 

檜山管内 
各町観光協会 

【「ひやま Walker」作成プロジェクトの関係機関等】 
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○地元経済界との連携や異世代交流の取組（富良野緑峰高校の例） 

 富良野緑峰高校では、地元経済界と連携した地元食材の活用によ
る商品開発や幼稚園との交流学習など、地域の教育資源を活用した
取組を実施している。 
 
１ 地元食材を活用した商品開発 
 (1) 本校の商業クラブ商品開発部門の生徒が、地元の複合商業施

設「フラノマルシェ」のイメージキャラクター「トマ☆Ｐ」を
モチーフにした饅頭（商品名称「Ｐ☆まん～Ｐ☆まんのＰはト
マＰのＰ～!!～」）を開発し販売 

 (2) 饅頭の中には、富良野産のミニトマトを使用したカスタードジャムが
入るなど、饅頭の製造に必要な材料全てにおいて、富良野近郊で生産さ
れた農産物を使用 

 (3) 第７回チャレンジグルメコンテストにおいて、「味の匠賞」「わがまち発
信賞」「タフスコーポレーション賞」の３賞を受賞（審査員からは「トマ
トに顔がありかわいい」「ルックスがよい」「食欲を喚起する色かどうか
を研究するという発想が素晴らしい」という講評あり） 

 
２ 幼稚園との交流学習 
 (1) 本校の園芸科学科第２学年の生徒とひまわり幼稚園の園児が、ジャガイモ栽培についての交流

学習を年３回実施 
 (2) 令和元年度の取組状況 

第１回：ジャガイモの定植 
第２回：ジャガイモの収穫 
第３回：カレー作り 

 (3) 第 3 回の様子 
  ・本校の園芸科学科第２学年 30 名とひまわり幼稚園の園児 50 名が参

加し、ジャガイモの定植から収穫までについて交流学習を実施 
  ・本校の農場において、高校生と園児が協力しながら、ジャガイモの収

穫を行うとともに、第 3 回では収穫したジャガイモを使ってカレー
作りを実施 

 
３ エネルギーの地産地消 
  本校の電気システム科第３学年の生徒が、課題研究において、エネルギーの地産地消をテーマと

した次のような取組を実施 
(1) エネルギーにおける地産教育の実施 

再生可能エネルギーである太陽光、風力、小水力に
よる発電を研究するため、地元企業や小水力発電普及
協議会と連携して実施 
・ハイブリッド発電 
・凍結しない水車の開発 
・災害時非常用電源 

(2) 再生エネルギーを電源として活用する取組 
  商用電源が使えない場所において、再生エネルギー

を電源として活用すべく、地元農家と連携して研究を
実施 
・赤色ＬＥＤ照射による野菜の促成栽培や獣害対策 
・紫外線ＬＥＤ照射によるミツバチの受粉管理 など 

(3) エネルギーにおける地産地消活動の地域への紹介及び普及 
・「ふらの環境展」への出展・報告会への参加 
・「北国の省エネ・新エネ大賞」受賞（北海道経済産業局主催） 

 

 

 

 

 

  

商品開発 

イメージキャラクター「トマ☆Ｐ」 

カレー作り 

イメージ図 
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○農業高校の強みを生かした地域連携（新十津川農業高校の例） 

新十津川農業高校では、農作物の生産から加工までを学習するとともに、地域と連携しそれらの学
びを深めるための研究を行う研究班活動＊に取り組んでいる。  

＊ 専門ごとに分かれるグループ学習の形態で実施。水稲研究班、野菜研究班、園芸研究班、加工研究班、
食物研究班、生活研究班からなる。総合実習や課題研究の時間、放課後の自主的な活動を通して、専
門に特化した実習や課題解決学習などを行っている。 

 
１ 徳富地区農業従事者との連携 

水稲研究班では、新十津川町徳富地区の農
業従事者と連携し、主産物である水稲の他、
副収入及び地域おこしにつながる作物とし
て、食用ホオズキの生産に取り組んでいる。 

本校では栽培法や加工法について研究を
続けており、年に数回意見交換会を実施する
ほか、札幌で行われる販売会に合同で参加し
ている。 

 
２ 清酒副産物の活用 

新十津川町は道内一の酒米産地であり、歴史ある酒蔵も持っている。
加工研究班では、精米の際に出る酒米粉と酒粕を活用した菓子の研究に
取り組んでおり、酒粕の風味を生かしたクッキーが好評を博している。 

 
３ 小学校の農業体験学習 

地域の小学校において、１年生から６年生までの児童が、学年ごとに
作物の栽培実習を本校農場で行っている。この栽培実習において、本校
生徒が、研究班単位で各学年の指導を行っている。 

特に小学校５年生については、美土里ネット主催の事業である田植
え、手刈り、米の学習、収穫祭（炊飯し味わうとともに学習の発表をす
る）に、本校水稲研究班が、小学生の指導者として参加している。 

 

○市と連携した地域学習の取組（芦別高校の例） 

 芦別高校では、地域人材を活用し、芦別市・赤平市に関する探究活動（地域学習）を実施している。
なお、本取組は、芦別市が実施している「ほっかいどう学地方創生塾」と連携している。 
 
１ 実施目的 

地域で活躍している方からの講演や地域との交流等を通して、芦別市と赤平市の歴史や経済など
自分たちが住むマチのことを知り、地域課題について理解を深めるとともに、解決策を考えること
を通して、将来の芦別市や赤平市をはじめとした空知を支える人材育成につなげることを目指す。 

２ 実施対象 
  第 1 学年 
３ 実施時期 
  令和２年６月 10 日（水）～令和４年３月末まで（予定） 
４ 実施場所 
  北海道芦別高等学校 
５ 実施概要 

(1) 学年全体の活動 
・芦別市と赤平市の地域おこし協力隊による「芦別・赤平の歴史と経済」と題した講演を実施 
・上記講演の内容を受けて、「芦別・赤平の良いところ、いまいちなところ、こうだったらいいの

に」等について、グループで協議し、協議結果等の発表会を実施 
(2) 「探究活動グループ」による活動（９月７日（月）～） 

・「探究活動グループ」として学年から６名を選抜した。 
・道の駅を調査し、生徒各自が｢芦別のお土産ベスト５｣を選定し、９月 16 日(水)の第１学年の探

究学習の時間にパワーポイントで紹介。 
・９月 29 日(火)からは、講師２名（芦別市市議、赤平市在住のデザイナー）の協力をいただき、

次年度へ向けた活動を開始 
６ 参加者の声 
 ・芦別市のことをもっと知りたい。そして良いところを発信していきたい。(女子生徒) 

・みんなの前で発表することが上手になりたいと思い、｢探究活動グループ｣に参加しようと思った。
美術部なのでイラストなどが得意なので、発表を工夫して取り組んでみたい。(女子生徒) 

・上砂川町に住んでいるが、幼少期から芦別にはよく遊びに来ており、きれいな星空や豊富な土産
物など良い場所だと思っていた。今後も、みんなと積極的に活動したい。(男子生徒) 

  

意見交換会 販売会 

小学生への田植えの指導 

酒粕の風味を生かしたクッキー 

「探究活動グループ」による活動 
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○インターンシップ・次世代育成交流会（北広島西高校の例） 

 北広島西高校では、生徒の地域との交流や社会性の向上を目的に、地域の教育資源を活用した取組
を行い、地域との交流の活性化や生徒の社会性の向上に取り組んでいる。 
１ 西の里インターンシップ 
  本校が所在する北広島市西の里地区は、児童養護施設や障害者支援施設等が所在しており、ノー

マライゼーション推進地域となっている。総合的な探究の時間に、この地域の教育資源を活用した
インターンシップを実施している。 

 (1) ねらい 
   障害者支援施設の見学、大学教授の講演、大学生や施設職員と

の意見交流を通して、障がいの有無に関わらず、社会生活を共に
過ごすことのできる社会づくりに貢献できる人材の育成を図る。 

 (2) 対象学年 
   本校 第１学年 
 (3) 実施時期 
   例年 10 月～12 月 
 (4) 実施内容等（令和元年度） 

実施内容 連携先 

事前学習、ノーマライゼーションに関するビデオ学習 本校のみ 

大学教授による講演会 星槎道都大学 

北海道リハビリー体験学習 北海道リハビリー 

星槎道都大学学生・大学職員、北海道リハビリー職員との意見交流会 星槎道都大学、北海道リハビリー 

振り返り、まとめ、発表会 星槎道都大学、北海道リハビリー 

 
２ 西の里次世代育成交流会 
  地域にある高校として、様々な世代と地域の課題や将来像について語り合う「次世代育成交流会」

を平成 19 年度から実施している。 
 (1) ねらい 
   地域の異年齢の人々との交流を通して、地域に対する理解を

深めるとともに、地域に貢献しようとする意欲や態度、豊かな
社会性を身に付ける。 

 (2) 対象学年等 
   本校 希望者（第１学年～第３学年） 
 (3) 実施時期 
   例年 11 月の日曜日 
 (4) 実施場所 
   本校 第２体育館 
 (5) 協力・連携先 

西の里地区生涯学習振興会  西の里地区青少年育成連絡協議会   西の里・虹ヶ丘連合町内会 

北広島市教育委員会     北広島市立西の里小学校       北広島市立西の里中学校 

西の里きらきら保育園    星槎道都大学 
 
 (6) 参加者実績（令和元年度） 

北広島西高校 生徒・教職員・PTA 65 名（生徒 55 名、教職員７名、PTA３名） 

西の里小学校 児童・教職員・PTA 10 名（児童６名、教職員４名） 

西の里中学校 教職員・PTA ５ 名（教職員２名、PTA３名） 

地域関係者（西の里地区生涯学習振興会他） 36 名 

北広島市教育委員会、北広島西高校評議員、星槎道都大学  ７ 名 
 
 (7) 実施概要（令和元年度） 
  ・運営は本校生徒が務め、「地域で考える交通安全・交通マナー」をテーマに交流会を実施。 
  ・参加者を 17 グループに分け、生徒会によるアイスブレイクを行った後、テーマに係る現状や課

題について意見交換を行い、各グループで話し合った内容について全体交流を行った。 
   （参加者の声） 
   ・登下校時の自転車の乗り方などで、地域の方に迷惑をかけていると改めて感じた。これから

は、交通マナーに気を付けて、自転車に乗ろうと思った。（本校生徒） 
   ・高校生と交通安全や交通マナーについて、真剣に意見を交わした。自動車を運転する立場と

して、自転車マナーの大切さを伝えることができた。（町内会） 

  

インターンシップの様子 

次世代育成交流会の様子 
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○小学校での学習ボランティア（砂川高校の例） 

 砂川高校では、小高連携の取組の１つとして、平成 29 年度から、市内の小学校を対象とした学習会
ボランティア活動を行っている。 
 
１ 実施目的 
 (1) 地域の小学校･高校連携 
 (2) 教育や保育を目指す本校生徒への体験学習の機会 
 (3) 地域に必要とされる高校として活躍 
２ 学習支援の対象 
  砂川市立砂川小学校の第１学年～第５学年までの児童 
  ※例年は複数の小学校で実施。 
３ 実施時期 
  令和２年８月３日（月）～５日（水） 
４ 実施場所 
  砂川市立砂川小学校 学習室 
５ 実施概要 
 ・夏季休業中の３日間、本校生徒が小学校を訪問し、課題プリント

の採点や、解き方や教え方の助言などの学習支援を実施 
・ボランティアへの意欲の高い生徒や、将来において教育・保育等

を志望する生徒へ参加を促すなどの工夫をして実施 
 ・訪問する本校生徒は各日によって異なり、第１日は３年次生５名、第２日は２年次生５名、第３

日は１年次生５名が訪問して実施 
６ 参加者の声 
 ・小学生に勉強を教えることは普段はないので、貴重な体験になった。また、自分の勉強にもつな

がるので良かった。 
 ・小学校に行って勉強を教えるのが初めてだったので、小学生に伝わるように教えられるか不安だ

ったが、私が説明をしている時に小学生がしっかりと聞いてくれたのでうれしかったし、教える
ことを楽しむことができた。 

・このボランティアに参加して、小学生たちの、やる気や意欲の高さに驚いた。私も見習って高校
での勉強を頑張ろうと思った。 

 

  

学習支援の様子① 

学習支援の様子② 
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（参考 35）遠隔授業の 3 類型 

遠隔授業は、「遠隔教育の推進に向けた施策方針」（平成 30 年（2018 年）9 月 14 日、遠隔教

育の推進に向けたタスクフォース）に基づき、次の 3 類型に分けることができます。 
 

合
同
授
業
型 

教科・科目等（総合的な探究の時間及び特別活動含む。）の授業において、遠隔システムを活用して、
生徒間の意見交換や協議、協働活動等を行う授業形態 

この場合、各教室には、当該教科の免許状を保有する者が担当教師として携わることが条件になる。 
合同授業で実施する生徒の学習場面としては、次のようなものが考えられる。 

 ◆情報の集約   ◆意見や考えの出し合い、話合い   ◆協働活動、共同制作 
 ◆発表      ◆互いの地域の特徴や共通点・相違点の伝え合い 
【例】・共通の単元において、他校の生徒との意見交換を希望する場合 
   ・総合的な探究の時間や特別活動において、他校の生徒と課題研究等の取組内容の交流を希望する

場合 

教
師
支
援
型 

教科・科目等（総合的な探究の時間及び特別活動含む。）の授業において、遠隔システムを活用して、
受信校から離れた場所にいる専門家等と受信校をつなぎ、受信校の授業に対して専門家等が支援する授
業形態 

この場合、受信校の教室には、当該教科の免許状を保有する者が担当教師として携わることが条件に
なる。 

専門家等からの支援として、ＡＬＴや専門家等の外部人材の活用、博物館や美術館等と連携した学習
活動、専門性の高い教師とのティーム・ティーチング等がある。  
【例】・経験の浅い教科担任が、他校の専門性の高い教師とのティーム・ティーチングを希望する場合 

・免許外教科担任が授業を担当している状況において、他校の専門性の高い教師とのティーム・テ
ィーチングを希望する場合 

・遠隔地にいるＡＬＴや外部人材と連携した授業を希望する場合 

教
科
・
科
目
充
実
型 

教科・科目等（総合的な探究の時間及び特別活動含む。）の授業において、遠隔システムを活用して、
配信校の教師が受信校の授業を行う授業形態 

この場合、配信校の教師は当該教科の免許状を保有することが条件になる。受信校については、教師が
立ち会うことが条件だが、当該教科の免許状の有無は問わない。 

具体的には、特定の単元等において、習熟度別授業や少人数指導を実施することが考えられる。 
【例】・教科担任は 1 名しかいないが、当該教科の免許を保有した他校の教師と連携して、習熟別授業や

少人数指導の実施を希望する場合 
・免許外教科担任が授業を担当している状況において、特定の単元において、専門的な見地から、

当該教科の免許を保有した他校の教師による授業を希望する場合 

 

 【遠隔授業の 3 類型のイメージ図】 

 


